
 

 

           （Q u i c k  L o c k ）  

～水で練って流すだけの高品質・セメント系超速硬無収縮充填材～  



 

- 1 - 

 

〔目 的〕  

この施工マニュアルは 「Q L グラウ ト 」 ( Q u i c k  L o c k )の施工に当り 「品質

の維持 」を確保するためのマニュアルです。  

 

〔用    途〕  

「Q L グラウト 」 は土木 ・建築用構造物施工時の緊急充填工事、道路付帯構

造物 （マンホール等 ）の調整 ・充填工事、アンカーボル ト固定工事、その他

寒冷地域での充填工事等に使用する既調合モルタルです。  

 

〔特 長〕  

超速硬型なので寒冷地等でも短時間で所定の強度が得られます。  

また、ブ リージング無 く無収縮性なので高い充填性が得られます。  

 

〔標準調合・可使時間〕  

「Q L グラウト 」  正味質量 2 5  k g   防湿紙袋入り １袋に対し  

想定温度  冬期（ 5℃）  春秋期（ 2 0℃）  夏期（ 3 0℃）  

加水量 (  ℓ )  4 . 3～ 4 . 5  4 . 4～ 4 . 6  4 . 5～ 4 . 7  

可使時間（分 ）  1 5～ 2 5  1 0～ 1 5  5～ 1 0  

  ＊温度 ・加水量等により異なることがあります 。  

 

〔 1 ㎥当りの所要量〕  

施工 １ ㎥ 当 り の 「 Q L グラウ ト 」 必 要 量 （ 袋 数 ） の 一 例  

 ①  水  量     ： 4 . 5 ℓ   

 条  件  ②  単位容積質量 ： 2 . 1 8 k g ／ ℓ  ７ ４ 袋 ／㎥  

 ③  練上が り 量   ： 1 3 . 5 ℓ ／ 袋   
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〔施工方法〕  

 

 

 

 

 

 

 

１ ） 下地のレ イ タ ン ス 、脆弱部分はワ イ ヤーブ ラシやサ ンダー掛けで除去 ・

清掃して下さい 。油分の汚れは清浄等で十分清掃して下さい 。  

２ ） 流動性が高い材料なので流出を防ぐため 、型枠等の間隙は適切に漏れ

止め処理を行って下さい。  

３ ）躯体温度は 4 0℃以上にならないよ う注意を払って ください。  

 

 

 

１ ）型枠組立てにおいては、型枠の間隙は完全に塞いで下さい。  

２ ）型枠のハラ ミを防止するため、堅固に組立てて下さい 。  

３ ） 充填箇所が深い場合は 、注入箇所端部に空気抜きを設けて下 さい 。 ま

た機材基礎等 、平面上の打設の場合は 、注入口の反対側に充填高さ

よ り高い位置に空気抜き口またはオーバーフローを設けて下さい。  

４ ） 型枠の材質が鋼製の場合は必要に応じて剥離剤を塗布し 、木製の場合

は、防水剤または撥水剤を塗布しておいて下さい 。  

 

 ＊ 型 枠 及 び 躯 体 の 吸 水 が 著 し く 激 し い 場 合 は 、  

           吸 水 調 整 材 塗 布 を 行 な っ て 下 さ い 。  

１ ）  吸水調整材 「N I C E ラテッ ク ス  ＃ 4 5 」 （ ア ク リル系 ） １に対して  

上水道水４の割合で混ぜて ５倍希釈液とし塗布して下さい。  

①  下地処理  

 

②  型  枠  
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２ ） 「Q L グラウ ト 」 と 下地との接着力増大のため刷毛で ２回塗布して くだ さ

い 。  

３ ） １回目の塗布が乾燥してから ２回目を塗布して下さい 。  

４ ） ２回目の塗布が乾燥してから 「 Q L グラウト 」 を施工して下さい。  

 

 

 

１ ） 「Q L グラウ ト 」 は超速硬型ですので可使時間以内に施工できる量だけ

練混ぜて下さい 。  

２ ） 「Q L グラウ ト 」 を 1 袋 ( 2 5 k g )練り される場合は、約 2 0 ℓ 程度の丸缶に

練 混 ぜ 容 器 に 標 準 加 水 量 の 上 水 道 水 を 入 れ て お き 、 1 0 0 0 回 転

( 1 0 0 0 r p m )以上のモルタルハンド ミキサーで攪拌しながら 「 Q L グラ

ウ ト 」 を少しずつ投入し全ての粉体投入後、約 2 分間攪拌して下さい 。  

３ ）練終えた材料は可使時間以内に使いきるよ うにして下さい 。  

 

 

 

１ ）流し込みは一方向から行い空気抜き口から 「 Q L グラウ ト 」 があふれるよ

うに充填して下さい。  

２ ）小規模の場合、流し込む容器は水さしのついたバケツまたは如雨露等、

適切なものを使用して下さい 。  

３ ）中規模、大規模の場合、流し込む方法はモルタルポンプにて圧送すると

作業性が向上し ます 。 この場合は前もってモルタルポンプの水運転を

行い、ホッパーやホース内を湿潤状態にして下さい 。  

 

 

 

１ ） 施工終了後 、 ビニールシー ト等で覆い 、風や直射日光等急激な乾燥を

防いで下さい 。  

特に夏期の施工では 、乾燥 、ひび割れ 、 ド ラ イア ウ ト防止の為にシー ト

養生されること を推奨いたします 。  

③  練混ぜ  

 

④  流し込み  

 

⑤  養  生  
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２ ）本品はセ メン ト製品であるため低温 ・降雨 ・降雪 ・水塗れ ・結露等に  

よ り 、白華 （エフロレ ッセンス ）が発生する場合があります。適切な  

シート ・保温 ・採暖養生等を行って下さい 。  
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使用上の注意事項  

本 品は厳 重な品質 管理 のもと 、工場に て製 造され た既調合 です 。  

「使用上の注意事項」及び「取扱い時の安全対策（概要）」を確認の上、安

全対策には十分留意してご使用下さい。  

1 .  既調合品 の 為 、 指 定 材 料以 外 の も の を 練 混 ぜ な い で 下 さ い 。 な お 、 練 混 ぜ に

は上水道水を使用 し て下さい 。  

2 .  練混ぜ た材 料は 可使 時間以 内に使 用 し て 下 さ い 。 練 足 し や 加水 し て 練 戻 し を

しないで下 さい 。  

3 .  強風や直射日光等に よ る 急 激 な 乾燥 を 防止 す る た め 、 シ ー ト 養 生 等適切 な措

置をし て下 さい 。  

4 .  本品使用時の施工は 、気温が ５ ℃～ 3 5℃の範囲内で行って くだ さ い 。  

5 .  製品 の 製 造 年月 日 を 確 認 し 、 製 造 か ら ３ カ 月 以 上 経 過 し た 製 品 は使 用 し な い

で下 さい 。 ま た 、 一旦開封し た製品は吸湿性が高いため即日使いき って 下さい 。  

6 .  下地 コ ン ク リ ー ト が 、 J A S S ５ 〈 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事 〉 の 標 準 を 満 た し て い な い

場合は施工を避けて下 さい 。  

7 .  悪天候 （ 降雨 、降雪等 ） 、 ま たその恐れがあ る場合は施工を避けて下 さい 。  

 

取り扱い時の安全対策（概要）  

・取り扱い及び保管上の注意  

1 .  目や皮膚等に触れな い よ う に 適切 な保護具 （ 保護手袋 、 防 塵 マ ス ク 、 保 護 メ ガ

ネ等 ） を着用 し て取 り 扱 って下 さい 。 ま た 、 取 り扱い後は顔 、手 、 口等を水で洗浄

して下 さい 。  

2 .  製品の保 管は 、 セ メ ン ト 同 様 の 取 り 扱 い と し 、 雨 露 の か か ら な い 屋 内の湿気の

少ない場所に 、床面か ら離 し て保管し て下さい 。  

 

・応急処置  

〔 目 に入った場合 〕  

 直ちに清浄な水で最低 1 5 分間洗浄し 、速やかに専門医の治療を受けて下さい 。  
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〔 皮 膚に付着 し た場合 〕  

 速やかに水または温水で十分に洗い流し て下さい 。肌荒れがひどい場合は 、必

要に応じ て医師の診断を受けて下さい 。  

〔 吸 引 し た場合 〕  

 速やかに新鮮な空気の場所に移動 し 、 水 ま たは温水で う が い を行 っ て安静に し 、

必要に応じ て医師の診断を受けて下さい 。  

〔 飲 み込んだ場合 〕  

 

 水でよ く口の中を洗 う等 し て 、直ちに医師の診断を受けて下 さい 。  

 

・濾出時の注意  

 飛散し た粉末は掃除機で吸い取って回収するか 、 ホ ウ キや ス コ ッ プで集め空袋等

に回収し て下さい 。  

 

・廃棄上の注意  

 廃棄する製品や混練 り材等は硬化 させてか ら 、産業廃棄物 と し て適切な処置をし

て下さい 。 ま た 、洗浄水等の排出は水質汚濁防止法等に注意し て下さい 。  

 

・輸送上の注意  

 破袋 、荷崩れ 、落下等の防止策を確実に行って下さい 。 ま た 、 降雨時の湿気や水

漏れに注意し て下さい 。  

 

 

 

※本マニュアルの内容は、断りなく変更することがありますので、ご了承ください。 
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